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中学生による子ども議会開催
　12月21日、氷川町議会議場において、子ども議会が開催されました。これは中学生たちが模擬町議
会を体験することで、町政を身近に感じてもらい、地方自治の本旨である住民自治の姿の一端を学び、
氷川町民としての自覚と郷土を愛する心を育成することを目的としています。
　町内の中学校2校の3年生12人が議員となり、町議会と同様に議会を進め、町長をはじめとする町執
行部に質問や提言を行いました。
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① 挙手をし、いよいよ発言へ

② 堂々とした表情で質問する平
野航議員

③ 執行部も真剣に答弁

④ 議員以外の生徒も傍聴し、共
に学習を深めました

⑤ 通常の議会同様に発言時間
も表示されました

①

④ ⑤

② ③


